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「皮膚ガスのはなし ―体臭は心と体のメッセージ―」

関根嘉香 著

（朝倉書店，A5判/136ページ，2024年6月1日刊行，定価2,750円（本体2,500円＋税））

いつもうるさいと感じているわけではないが，日常的に分析装置や排気装置などが稼働しているラボで仕事

をしている。年次点検のために，一時的に停電しそれらの装置が完全にストップするタイミングに立ち会うこ

とがある。瞬間的に静寂に包まれ，心地よささえ感じると同時に，普段の機械音の大きさを実感してしまう。

やがて，10分も静かな空間に慣れてくるとまた不思議な現象が起こる。時計の秒針がカチカチと進む音や，わ

ずかな窓の隙間から入り込む風の音が気になり始めるのだ。時計音も隙間風も四六時中いつも音を出していた

にもかかわらず，音のマスキング効果とでも言うべきか機械音にマスクされて私の耳には届いていなかったよ

うである。分析機器の感度が上がることでいままで見えていなかったノイズが現れるようになるとか，自然現

象の中にはこのような例を探せばいくらでも見つかりそうである。

「なぜ今皮膚ガスなのか？」という命題については，かつて評者も別媒体のコラムを執筆したことがあり，

体臭が気にされ始めたからという考察をした。しかし，なぜ体臭が気にされ始めたかという根本には深堀りを

していなかった。現代人の食生活が昔とは変化していると言われるが，そうはいっても多少の外国の食文化が

生活の中に入ってきた程度であり，体臭自体を大きく変え社会問題化させるほどかといえば疑問である。

「皮膚ガスのはなし ―体臭は心と体のメッセージ―」には，体臭がクローズアップされるようになった背

景に，室内空気の清浄化があると説明されていた。まさに当学会の専門分野であるところだが，住まいの中で

も食品や調理により発生するニオイ，食べものが傷んだことで発生するニオイ，排せつ物のニオイなどが存在

する。職場や繁華街など社交の場に繰り出せば，もっと不特定多数の強弱のあるニオイに囲まれる。音で言え

ば，私が日常的に囲まれている機械音のような位置づけである。様々な手法により我々が過ごす空間からニオ

イの正体となる化学物質は低減されている。そのことが，これまでそれほど顕在化していなかった体臭をクロー

ズアップさせたとの説明に，正直たじろいだ自分がいた。いったい何にたじろいだのかというと…。

体臭と聞くと，センシティブな話題であるにも関わらず，時々笑い話のように扱われることもある。私もお

年頃の年代に差し掛かり，漫画作品であるクレヨンしんちゃんの「野原ひろし」の気持ちがわかるようになっ

てくるほど，目覚ましい体臭が発せられることがある。笑い話で済ませられる前提は，入浴や洗体によりリカ

バリーできる皮膚表面由来の体臭であるからである。本書では，血液由来をはじめ「そうではない」体臭とし

ての皮膚ガスの種類があると述べられており，「心のメッセージ」というキーワードにつながる理由を感じ取っ

た。空気がきれいになったという状態の別の側面として明らかになってきた社会科学的な観点からも，ぜひ着

目いただきたい部分である。

紙面の関係ですべての項目について述べることができないのが甚だ残念

であるが，著者が約20年にわたり研究を進めてきた膨大なデータから導出

された知見が余すところなく盛り込まれている。測れるようになったとこ

ろから，測って得られたデータが何を意味するのかが明らかにされ，測る

ことでどんな情報が得られるのか，そしてこの技術がどんな未来に貢献し

得るのか，一つの分野の現時点での集大成として書き上げられている。な

お，学術研究ベースの書籍であるが，読みやすく，ノンストップで読破で

きる。また，良いタイミングでコラムがさらに興味を沸き立たせてくれる。

コラムにある「Vチューバ―に体臭はあるか」，ぜひ楽しく読んでみてい

ただきたい。

（株式会社ガステック 池田四郎）




